 
６/４近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
3３クール日報（６月１日～６月５日）
	報告日
天気
	６月４日（火）晴一時雨
気温：（1４～２０℃）
	報告者
	滋賀県社協　吉田　拓矢
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【33】濵添（木津川市）・奥野（京都市）・神谷（大阪府）・藤井（大東市）・谷口（大阪市）・
大原（尼崎市）・前崎（加古川市）・竹内（上郡町）・河井（神戸市）・小山（王寺町）・永井（田辺市）・吉田（滋賀県）

	役割分担
	【33】運営支援（吉田）、マッチング（河井・奥野・前崎）、車両マッチング（永井・藤井）、Ｖ受付・資材（谷口）、現地調査（神谷・濵添・竹内）分別管理（大原・小山）

	
	7:10 宿舎出発
8:00 センター着・活動検討（地震発生のため）・準備開始
8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:10 マッチング開始
     現地調査開始
10:00 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
ボランティア活動調整（アポ取り）等
13:00本部で活動者報告受付（順次対応）
16:00 全班活動終了
17:25 終礼・翌日準備
18:30 センター出発
19:10 宿舎到着
20:00 業務終了
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾市美術館駐車場～6月9日延長

和倉集積所稼働

リサイクルセンター稼働

	報告事項

	●新規受付：　４件
　現地調査：一般１０件、技術0件、計１０件（マッチング５件、キャンセル４件、即対応０件、リアクション待ち８件→キャンセル１件、現調待ち１件）
●マッチング担当
・上記の状況の通り。
●現地調査担当
・七尾市社協3名、丸亀市６名、近ブロ２名　計１１名体制
●Ｖ受入れ：県Ｖバス１３名（金沢発）、４０件（現地集合型）、団体０名、運転Ｖ０名
名＝計５３名

	今後の主な予定
	●5月31日で大田集積所が閉鎖。6月1日から7月31日まで和倉集積所のみの稼働。受入可能日については火・水・土・日のみであり、一般の方は罹災証明等の原本書類提示が必須となり、ＶＣを利用した場合の証明については結論が出ていない。
●一方で、月～金、土（AM）はリサイクルセンターの利用が可能であり、ＶＣからの受入れに必要なＩＣカードが準備でき、利用し搬出を行っている。
●現在の仮仮置き場である七尾市美術館については6月4日までとなっていたが、９日まで延長となり、以降、中島地区コミュニティセンターと七尾美術館駐車場、田鶴浜コミュニティセンターをほぼ１週間交替で利用するよう日程が組まれている。ただ現状の仮仮置場の廃棄物が和倉集積所の稼働日の限定や、ここ数日のV数を見ると、9日までに全廃棄物を搬出するのが難しい可能性もあり、どこかで仮仮置場への搬入の制限をかける必要がある。
→6/７が現調特化日となっているが、新規ニーズ数やニーズ現調班の体制を工夫することで、その日を仮仮置場の搬出特化日とし、一部のニーズ現調班と翌日のマッチングの調整をするマッチング班以外は、車両を駆使して、搬出作業に当たる予定となる。
仮仮置場を移動しながら利用するのはこれまでと変わらないが、和倉集積所が休みになる日があるため、運用には注意が必要である。中島地区コミセンを仮仮置場として利用する期間は、周辺のニーズを重点的にマッチングし集中支援していくこととなる。
●さらに、ＮＰＯ連携会議の参画メンバーである１５団体について、仮仮置場への搬入を受入ることとなり、各団体に仮仮置場搬入許可証を発行することとなる。

	調整課題
・所感等
	・昨日より和倉集積所での取り扱いが変更することに伴う各種課題について、最終的な結論が出ないまま本日も運営している。課題について、共有し改善に向けて、試行錯誤しながらの状況がしばらく続く見込み。
・本日も昨日発生した能登半島地震震度5弱の影響がないか、活動前に作業予定であるお宅へ確認し、実施している。
・仮仮置場の状況は、本日は和倉集積所、リサイクルセンターともに稼働。２トントラック、パッカー車を駆使し、搬出を行っている。そのため、仮仮置場の廃棄物の残はあるものの、今朝の残量から比較すると、減っている様子。
・リサイクルセンターにはICカードが必要なため、使用・管理については、十分注意を払う。また使用管理簿（貸出時間と氏名、返却時間と氏名など）を記入している。
・現調班では、本日の案件が少なかったことと、丸亀市の引継ぎ日であったことから、近ブロ職員一名を受付資材班の応援という形で、臨機応変な体制をとっている。そのため、朝の受付班の受入やマッチングまでのボランティアの誘導、資材の貸出など、スムーズに行えている。
・本日より県バスの金沢発（１３名）とす現地集合型（４０名）の併用での受入が始まった。大きなトラブルなく対応できている。
・昨日の車両事故を受け、運転の際の注意事項など、より丁寧な説明を行っている。わからない土地、初めて会う人とＶ作業など、危険因子が多いのが現状。運転する側も安心できるよう具体的な車両の説明、Ｖが普段どのような車両を乗っているのか、担当作業の説明等、できるだけ時間をかけてコミュニケーションをとり、車両とＶをマッチングさせた。
・怪我０件、車両事故０件。
・本日夕に、次クールメンバーと顔合わせを行い、七尾市の現状と課題について、簡単ではあるが説明を行った。
・明日、引継ぎとなるが、６月末までの方向性を共有し、近ブロ派遣の期限が決まっている以上、逆算して体制、運営等も、引き続き七尾市と調整していく必要がある。



